
イーサネットインターフェイスコマンド

ここでは、Cisco NCS 5001ルータおよび Cisco NCS 5002ルータでイーサネットインターフェイ
スを設定するために使用する Cisco IOS XRソフトウェアコマンドについて説明します。

イーサネットインターフェイスの概念、設定作業、および例の詳細については、Cisco NCS 5000
シリーズルータ向け L2VPNおよびイーサネットサービスのコンフィギュレーションガイド』の
「Carrier Ethernet Model」の章を参照してください。
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encapsulation dot1q
インターフェイスの 802.1Qフレーム入力を適切なサービスインスタンスにマッピングするため
の一致基準を定義するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで encapsulation
dot1qコマンドを使用します。インターフェイスの 802.1Qフレーム入力を適切なサービスインス
タンスにマッピングするための一致基準を削除するには、このコマンドのno形式を使用します。

encapsulation dot1q vlan-id [second-dot1q vlan-id]

no encapsulation dot1q

___________________
構文の説明 VLAN ID。単一の IDとして指定できます。vlan-id

___________________
コマンドデフォルト 一致基準は定義されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 1つのカプセル化ステートメントだけをサブインターフェイスに適用できます。カプセル化ステー

トメントをメインインターフェイスに適用することはできません。

単一の encapsulation dot1qステートメントは、単一の VLAN ID付きフレームに対するマッチング
を指定します。

___________________
例 次に、インターフェイスの 802.1Qフレーム入力を適切なサービスインスタンスにマッピングす

る例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# encapsulation dot1q 10

次に、l2transportサブインターフェイスの 802.1Qフレーム入力をマッピングする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# configure
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/1/0/3.10 l2transport
RP/0/RP0/CPU0:router(config-subif)# encapsulation dot1q 10
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encapsulation dot1ad
インターフェイスの 802.1adフレーム入力を適切なサービスインスタンスにマッピングするため
の一致基準を定義するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで encapsulation
dot1adコマンドを使用します。インターフェイスの 802.1adフレーム入力を適切なサービスイン
スタンスにマッピングするための一致基準を削除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

encapsulation dot1ad vlan-id [second-dot1ad vlan-id]

no encapsulation dot1ad

___________________
構文の説明 VLAN ID。単一の IDとして指定できます。vlan-id

___________________
コマンドデフォルト 一致基準は定義されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 1つのカプセル化ステートメントだけをサブインターフェイスに適用できます。カプセル化ステー

トメントをメインインターフェイスに適用することはできません。

単一の encapsulation dot1adステートメントは、単一のVLAN ID付きフレームに対するマッチング
を指定します。

___________________
例 次に、インターフェイスの 802.1adフレーム入力を適切なサービスインスタンスにマッピングす

る例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# encapsulation dot1ad 10

次に、インターフェイスの 802.1adフレーム入力を l2transportサブインターフェイスにマッピング
する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# configure
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RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/1/0/3.10 l2transport
RP/0/RP0/CPU0:router(config-subif)# encapsulation dot1ad 10
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encapsulation dot1q second-dot1q
インターフェイスのQ-in-Q入力フレームを適切なサービスインスタンスにマッピングするための
一致基準を定義するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで encapsulationdot1q
second-dot1qコマンドを使用します。設定を削除するには、このコマンドのno形式を使用します。

encapsulation dot1q vlan-id [second-dot1q vlan-id]

no encapsulation dot1q vlan-id [second-dot1q vlan-id]

___________________
構文の説明 VLAN ID。単一の IDとして指定できます。vlan-id

（任意）IEEE 802.1QVLANタグ付きパケットを指定し
ます。

second-dot1q

___________________
コマンドデフォルト 一致基準は定義されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの基準では、外側のタグは一意である必要があり、内側のタグは単一のVLANにす

ることができます。

QinQサービスインスタンス。second-dot1qに 1つでも、複数でもかまいません。

サービスインスタンスごとに 1つの encapsulationコマンドだけを設定する必要があります。

___________________
例 次に、入力フレームをサービスインスタンスにマッピングする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# encapsulation dot1q 10 second-dot1q 20
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encapsulation dot1ad dot1q
インターフェイスのシングルタブ 802.1adフレーム入力を適切なサービスインスタンスにマッピ
ングするために使用する一致基準を定義するには、サブインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードで encapsulation dot1ad dot1qコマンドを使用します。設定を削除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

encapsulation dot1ad vlan-id dot1q vlan-id

noencapsulation dot1ad vlan-id dot1q vlan-id

___________________
構文の説明 IEEE 802.1adプロバイダーブリッジカプセル化タイプが外部タグに使用

されることを示します。

dot1ad

IEEE 802.1q標準カプセル化タイプが内部タグに使用されることを示しま
す。

dot1q

VLAN ID。単一の IDとして指定できます。vlan-id

___________________
コマンドデフォルト 一致基準は定義されていません。

___________________
コマンドモード サブインターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 外部 VLANタグは 802.1Qタグではなく、802.1ad VLANタグです。802.1adタグには、802.1Qが

使用する 0x8100ではなく、0x88A8の ethertype値があります。

一部の 802.1ad VLANヘッダーのフィールドは、802.1ad標準ごとに異なる意味で解釈されます。
メインインターフェイスに適用された tunneling ethertypeコマンドは 802.1adサブインターフェイ
スには適用されません。

インターフェイスに encapsulation dot1adがある場合、ルータは、そのインターフェイスを 802.1ad
インターフェイスとして分類します。その場合、特定のプロトコルやその他の機能に対する特殊

な処理が発生します。
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• MSTPは、STP MACアドレスではなく、IEEE 802.1ad MAC STPアドレスを使用します。

•特定のQoS機能は、IEEE802.1adタグの廃棄適格（DE）ビットを使用する場合があります。

___________________
例 次に、シングルタグ 802.1ad入力フレームをサービスインスタンスにマッピングする例を示しま

す。

RP/0/RP0/CPU0:router(config-subif)# encapsulation dot1ad 100 dot1q 20
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l2transport (Ethernet)
イーサネットインターフェイスでレイヤ 2転送ポートモードをイネーブルにし、レイヤ 2転送コ
ンフィギュレーションモードを開始するには、イーサネットインターフェイスのインターフェイ

スまたはサブインターフェイスコンフィギュレーションモードで l2transportコマンドを使用しま
す。イーサネットインターフェイスでレイヤ 2転送ポートモードをディセーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

l2transport

no l2transport

このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

サブインターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

l2transportコマンドは、レイヤ 3インターフェイスコンフィギュレーションと同時に使用でき
ません。

（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みl2vpn
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___________________
例 次に、イーサネットインターフェイスでレイヤ 2転送ポートモードをイネーブルにし、レイヤ 2

転送コンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# configure
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/2/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# l2transport
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if-l2)#

l2transportコマンドは、イーサネットサブインターフェイスの interfaceコマンドと同じ行に必
ず適用してください。

（注）

次に、イーサネットサブインターフェイスで l2transportコマンドを使用する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# configure
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/1/0/3.10 l2transport
RP/0/RP0/CPU0:router(config-subif)# encapsulation dot1q 10
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rewrite ingress tag
サービスインスタンスへのフレーム入力で実行されるカプセル化調整を指定するには、インター

フェイスコンフィギュレーションモードで rewrite ingress tagコマンドを使用します。サービスイ
ンスタンスに対してフレーム入力で実行されるカプセル化調整を削除するには、このコマンドの

no形式を使用します。

rewrite ingress tag {push {dot1q vlan-id}| pop {1}| translate {1-to-1 {dot1q vlan-id}| 1-to-2 {dot1q vlan-id
}| 2-to-2 {dot1q vlan-id dot1q vlan-id}| 2-to-1 dot1q vlan-id}} [symmetric]

no rewrite ingress tag {push {dot1q vlan-id}| pop {1}| translate {1-to-1 {dot1q vlan-id}| 1-to-2 {dot1q
vlan-id }| 2-to-2 {dot1q vlan-id dot1q vlan-id}| 2-to-1 dot1q vlan-id}} [symmetric]

___________________
構文の説明 VLAN ID。単一の IDとして指定できます。vlan-id

VLAN ID付きの 1つの 802.1Qタグをプッシュします。push dot1q vlan-id

1つのタグがパケットから削除されます。このコマンドは、
push（pop Nとその後の push VLAN ID）と組み合わせるこ
とができます。

pop {1}

入力サービスインスタンスで、着信タグ（encapsulationコ
マンドで定義された）を異なる802.1Qタグに置換します。

translate 1-to-1 dot1q vlan-id

encapsulationコマンドによって定義された着信タグを802.1Q
タグのペアで置き換えます。

translate 1-to-2 dot1q vlan-iddot1q
vlan-id

encapsulationコマンドによって定義されたタグのペアを、
この書き換えによって定義されたVLANのペアで置き換え
ます。

translate 2-to-2 dot1q
vlan-idsecond-dot1q vlan-id

encapsulationコマンドにVLAN IDで定義されたタグのペア
を置き換えます。

translate 2-to-1 dot1q vlan-id

（任意）書き換え操作は、入力と出力の両方に適用されま

す。出力に対する操作は、入力とは逆の操作です。

symmetricがデフォルトです。そのため、ディ
セーブルにできません。

（注）

symmetric

___________________
コマンドデフォルト フレームは、入力でそのまま残ります。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン カプセル化に単一の VLANが設定されている場合に限り、symmetricキーワードが受け入れられ

ます。カプセル化で VLANのリストが設定されている場合、symmetricキーワードはプッシュ書
き換え操作にのみ受け入れられます。その他すべての書き換え操作は拒否されます。

popコマンドは、ポップさせる要素がカプセル化タイプによって定義されていることを前提とし
ています。

rewrite ingress tag translateコマンドは、変換されるタグがカプセル化タイプによって定義されてい
ることを前提としています。2-to-1オプションでは、「2」は encapsulationコマンドに寄って定義
されたタイプの2つのタグを意味しています。変換操作では、少なくとも元のパケットの「from」
タグを必要とします。元のパケットに「from」で定義されたものよりも多くのタグが含まれてい
る場合、操作は外部タグの先頭で実行する必要があります。

___________________
例 次に、サービスインスタンスへのフレーム入力で実行されるカプセル化調整を指定する例を示し

ます。

RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# rewrite ingress push dot1q 200
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